
新校舎に「命」を吹き込む、学校アップデートへ
〜時間割と学校時程の変更に込める想いについて〜

　ついに今月、新しい校舎が完成します。素晴らしい環境で、子どもたちがどんな表情を見

せてくれるのか、今から待ち遠しいものです。しかし、私たちはただ「建物が新しくなる」

だけでは満足していません。この新校舎への移転を大きな契機として、めざす学校像の１つ

である「大人も子どもも笑顔が溢れ、ワクワクが止まらない学校」に向け、教育の中身や学

校の仕組みをアップデートし、「新しい学校づくり」へと踏み出します。その第一歩が、2
学期から「時間割と学校時程」の変更を行うものです。（保護者の方は、本日配付の「時間

割及び学校時程の変更について」をご参照ください）この変更には、保護者や地域の皆さん

にぜひ知っていただきたい、３つの大きな「挑戦（⽬的）」があります。
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　まず、授業についてです。予測不能な時代を生きる子どもたちには、「教師主導の授業」で

はなく「子ども主体の授業」を通して、自ら学んでいく⼒を育むことが求められています。

１ 子ども主体の「授業」と「学校行事」へのアップデート

　左の図にある、枚方市の「Hirakata授業スタンダード」
に示されているような授業づくりを、校内研究で取り組ん

でいる国語の授業や2学期から行うPBL（課題解決型学習）
などで進めていきます。次に、学校行事についてです。子

どもにとったアンケートでも「自分たちで学校を創ってい

きたい」という主体性に満ちた声が届きました。これまで

学校の様々な行事について、教師が決めたことを子どもが

「こなす」ことが普通でしたが、これをアップデートしてい

きます。子どもたちの、「新校舎でこんなことをしたい！」

という気持ちを尊重しながら、形にできるように大人が伴走

者になれるような学校へと変えていきます。

Hirakata授業スタンダード

https://hirakata.schoolweb.ne.jp/2710080
https://cityhirakataedjp-my.sharepoint.com/:b:/g/personal/70789135_hirakata-ky_ed_jp/IQCe1lfLaOJATJ8TKt7vqeVpASoim2B-KHRJV-zS_wi-iMo?e=rKIfJx


３ 保護者・地域の皆さんと創る
「地域とともにある学校」に向けたボランティアの募集

個人懇談について

　   7月1⽇（水）〜7⽇（火）に⾏います。短い時間ですが、1学期の様子等についてお話します。
2学期からの通学路と集合時刻について

　   7月15⽇（水）の地区児童会で、子どもたちに伝えます。ご家庭でもご確認をお願いします。
8月19日（水）に、新校舎竣工記念式典が行われます。児童を代表して6年生が出席し、呼びか
けと合唱をしてくれます。

学校を欠席等される際は、必ず「まなびポケット」から、8時30分までにご連絡ください。

お知らせ 普段の連絡や情報は、まなポケとブログの確認をお願いします。

　この新校舎に、「命」を吹き込むために欠かせないのは、保護者や地域の皆さんの力で

す。学校が変わろうとする今だからこそ、「新しい学校をともに創る一員」としてぜひご協

力いただきたいと考えています。皆様の温かい見守りやちょっとしたお手伝いが、子どもた

ちと学校を支える大きな原動力になります。そこで、無理のない範囲で、学校をサポートし

ていただける「学校お助けボランティア（仮称）」を、後日募集させていただく予定です。

「できる人が・できる時に・できる事を」を合言葉に、子どもたちの笑顔と未来のために、

お力添えいただければ幸いです。皆さんの温かいご理解と、積極的なご参画を心よりお待ち

しております。

　これら２つのアップデート（授業・行事）を形骸化させず、本気で実現するためには、

先生たちが放課後に教材研究をしたり、会議や研修を行う「時間」が不可欠です。新しい

ことをするためには、何かを変えていかなければなりません。そこでこれまで、全ての授

業が終わった放課後に設定していた教職員の休憩時間を、「昼の時間帯」へと移行するこ

とで、放課後はアップデートへ向けた時間として充実させます。昼の休憩時間は、教職員

を2つのチームに分け、交互に休憩を取得できる体制へと改めます。交代制のため、学校

２ これらを実現するための「放課後時間の創出」と「休憩時間の確保」

大人も子どもも笑顔が溢れ、ワクワクが⽌まらない学校へ

　皆さんとともに、全員が胸を張って誇れるこれからの「禁野プライド」を創っていきたい

と考えております。本校の新しい一歩、そして大いなる挑戦への温かいご理解とご協力、そ

して力強い応援をよろしくお願いいたします。未来を創る子どもたちのために、ともに歩み

を進めていきましょう。

の安全管理体制に穴は空けません。昼にしっかりと心身を

リフレッシュして、心に「ゆとり」を持つことで、午後の

子どもたちへの笑顔あふれる温かい対応につなげると同時

に、放課後の勤務時間を未来への投資のための時間にして

いきます。


